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若者のための畜産 ～日本の畜産の未来～  

     

就農するまで → 義務化されたシステム 「サンドイッチ教育」 

◼ 一般教養と現場作業を繰り返し学ぶ！ 

農業教育 → 都市部でのイベント・実習体験 

◼ 家畜を連れた都市部での畜産イベント 

◼ 中学生を対象とした実習体験 

 

就農する際の知識量・都市部と地方部で畜産への認識の差が少ない！ 

若者全体への農業教育の推進！ 

 

就農するまで → 様々な方法 

◼ 高校・大学卒業後・牧場研修後・他職業を退職後 e t c … 

農業教育 → 地方部でのイベント・農学生への実習体験 

◼ 農業が盛んな地域での畜産イベント 

◼ 農業に興味のある学生を対象とした実習体験 

 

 

農業が盛んでない都市部と農業が盛んな地方部で、畜産への認識に大きな差が生まれる！ 

一部の若者へしか農業教育が行われない！ 

 

日本の畜産の現状課題 

◼ 代表的な後継者不足 

これから日本の畜産が行うべきこと 

◼ 積極的な農業教育の推進！ 特に都市部の若者を対象としたもの。 

◼ 農業の重要性を広める。みんなの生活は農業によって支えられている！ 

◼ 農業の魅力を広める！悪い印象ばかりが広められてしまっている。 









デンマークオンライン研修 

デンマークの畜産業 

養豚 

生産が効率化されている 

トレーサビリティによる風通しの良い畜産業 

政府の定期的な検査 

日本とデンマークの違い 

 

 

 

 

 

 

 

日本 

・高校では農業高校に所属

しないと農業に関わるこ

とがあまりない。 

・農業従事者に対する助成

制度が少ない。 

デンマーク 

・中等教育時に農業につい

て学ぶ授業がある。 

・就農するまでのシステム

が確立されている 

 

 

研修を通して、今後の日本は就業しやすい環境の確立によって、深刻な

担い手不足が解消されていくと思いました。また私自身日本の畜産業を

盛り上げることができるように来年度からは畜産業関係者として現場で

働きながら普及活動などもしていきたいと思います。 



デンマーク研修より 
稼げる畜産 

〇デンマーク 

⚫ 大規模、ロボット化をしている農家が多い 

⚫ 飼料を自国で生産 

⚫ 有機農業を行い生産された商品に付加価値をつけ販売 

〇日本 

⚫ 小規模、他の作物と兼業する農家が多い 

⚫ 飼料の多くを輸入に頼っている 

⚫ 肉質の向上、ブランド化し、付加価値をつけ販売 

 

⇒未来の畜産業に対するアイデア 

今からできること‐大規模農業、ロボット化を進め、

効率・生産性を上げる 

未来の畜産に向けて‐日本で飼料の生産を行い 

飼料自給率を上げ、安定した農業経営をする 

    







 未来の畜産業に対するアイデア提案 
 今回の研修では、デンマークと⽇本の畜産業を 
 ジェンダーフリー  という観点から⽐較してきた 

 ⽇本🇯🇵  デンマーク🇩🇰 
 ・男性が⼒仕事の                          ・⼥性でも経営者として 

 固定概念                                              働く 
 ・暇のない職業                                  ・育休制度も充実!! 
 ・役割分担が明確                              ・作業をマニュアル化 
 ・農具が重い                                      ・⼥性⽤の農具も 

 ⬇  
 男⼥問わず働きやすい環境整備が重要︕︕ 

 そこで… 
 ○作業のマニュアル化 

 マニュアル化することで誰でも仕事のできる状態 
 ↓ 

 休暇を取れるようになる 

 ○それぞれの特性を活かした共⽣社会 
 ⽣産者は⽣産だけでなく、  消費者に  ⾒せる  ⽣産  が⼤事 

 例えば… 
 ⼥性の情報発信能⼒を活⽤して農場の魅⼒発信をする 

 ・消費者の参加型イベントの開催 
 ・耕作放棄地を放牧地として利⽤し、 

 消費者に⽣産現場が⾒えるように 

 ↓これらによって 
 農業に興味を持つ⼈も出てくるかも!? 

 現在、⽇本の新規農業就業者⼈⼝は  減少傾向⤵    
 必要なのは、  農業への興味・関⼼を⾼める  こと︕︕ 















未来の畜産へのアイデア提案

ジェンダーフリーを普及するために！

現在の問題点
・休みが不定休

・重労働というイメージ
→⼥性の産業者が減少

意識改⾰＆⼤規模化
その為には

の必要性がある！

意識改⾰
畜産業の機械化が進み，男⼥格差はな
くなり，作業も簡易化されている。
また⼥性の⽅が動物の扱いが上⼿く，
畜産業界としては求められている

⼤規模化
経営の規模を⼤規模化
させ従業員を増やすこと
により産休や育休復帰が
当たり前の環境を作れる

問題を解決させるための提案

意識改⾰
若い世代に発信し、男⼥問わず畜産においての負のイメージを払拭
してもらうことが⼤切！(InstagramやYouTubeなどで情報発信)
⼤規模化
個々の畜産農家が⼿を取り合い，１つの⼤きな組織や組合として
運営することで作業の効率化及びスマート化を⽬指す

今後私が具体的にできること

令和４年度
畜産ティーン育成プロジェクト





未来の畜産業に対するアイデア 

➢ 日本の畜産業が今よりも、もっと素晴らしいものになるように未来の畜産

業サイクルを提案します。このスタイルは育成・自治体・消費者の 3 つか

ら形成されます。 

           育成 

  

 

 

消費者 自治体 

育成 技術取得のための研修 

➢ ファーマーズスクール 

以前のしくみは親から子に農業の基礎を教えていたが、子が農業を継がない今新

しい取り組みとして、第三者（ベテラン農家）の元で学ぶしくみ 

自治体 農業を「見える化」 

➢ オープンファーム 

消費者と生産者がつながるきっかけづくりを目的 

消費者 消費者の意識改革 

➢ サンドイッチ教育 

座学と実践を並行して行うことで、農業の楽しさ・やり見つける 

感想 

研修で学び、生産者だけの問題だけではなく消費者にも理解と協力が必要である

と学びました。自分には関係ないではなく、自分にも出来るがあるのではないか

と考える！ 

未来の畜産業 
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